
j ユニッ ト 式 手 洗 装 置  � j 

取 扱説明書  � ; 

このたびは、ユニット主主手洗装粛をお求めいただきまして、

誠にあ ザがとうございました o

コド装震をより悲しくご使用いただくため、この  �f 取扱説明欝」を

よくお銭み下さるようお蹴いいたします。

豊田メデ イカル株式会社



仕様

輔rK-3J (3 人用)  

電 議  

製 式

AC100V/50H 之 �

j高 聾 電 ブ3 150W 

外 影 寸 法 � 2500W x 6500 x 1850H m m  

重 量 � 120kg 

，E 調 方 法zzg ミキシングバルブにて水鶏翻欝

通 水 涜 霊 � Max.5L/ 分 �x3 口〈建涜景弁持〉

手 法 � j苦 詮 � 3 ね〈繋援シャウ…ヘッ件逆ヰチtf 守〉

詑 認 � 3 ロ〈党驚スイッチ式)

霊 先 ま? � 3本 �(F し-15W)

議 � 3 枚 �(400WX 600H mm) 

ブラシケース  � 2 命{光篭スイッチ式〉

電動薬液装霞  � 2 台〈先寵スイッチ式〉

先篭スイッチ  � 7( 手法・薬液・ブラシ〉

童三 管 洗 浄 縄設給湯iこよる

外 議 ステンレス(SUS304)

手 洗 シ ン ク ステンレス(SUS304)

所 用 配 管 給水20A' 給湯20A' 排水40A

所 用 庄 カ 給水 2-3kg/cm 2 • 給蕩 2-3kg/cm 2

州、ブラシ1台奥線タイブ。

※製品政良のため、…部仕械が疲斑!こなることがあります。 �

' 配管系統国  �

3 人用

組智系統関

デEFfwefifi 元n' ..プ 
ττ -

給湯 給水



3. 会部の名斡と盟関

{手務用手洗装覆]

④ 

にと二コ=二二 o ζ工ニニニニこむ〕 �

aHo

tiru 
本 �f取扱説明書j は標準品をペースに記載しております

{各部の説明 ] 特遺品等の詳細は販売窓口お問い合わせ下さい。

告意識スイッチ………………;;$:装遣を作動させるためのスイッチです。

(I )シャワ…蛇口……………手洗水潮先寝室管センサーにて字決水の水出しを行います e

定深量 弁 iこて手段水 l念 (Max.5 l/約!こ制御され設す。

シャワ…ヘッド(逆J1:弁待) 1ま取外してオートクレーブ滅菌

安行えます。

金)膝スイッチ 手洗7.1<の出し止め用。〉スイッチです。

強)ブラシケース ブラシケース葉台部の光電管センサ…!こ手をかざしますと

取り出し口が開きブラシが押し出され設すので、ブラシを

引き誌きます。手を離しますと停止します。

ブラシケースは事揺にブラシをセットしてオ…トクレーブ

濃舗を行えます包

争薬 � j複 装 置……………議液ノズル下部 iニブラシ又は学を護し出すと、センサーが

感知しノズルより薬液 �(2- 3ccf?) が出てきます。寺三を離し

ますと薬液はiと宗ります e 薬液装置には市販の譲渡ボトん

がそのま家セット出来ます e

金)議 光 生7 FL-15W 

〈会 鏡 � 400W x 600H の織が蛇口毎!こ取り付いてい京す。時、メンテ

ナンス c ために、鏡憶は扉開きいたします。

内£



@ 点検パネル……………本体内部 の点横及 rJ メンテナンスの轄、つ *みネジ (忽髄 }

を織めて開けます m 終了設は惑ずつまみネジをしっかりと

固定して下さいロ

( 艶アジャスター……………十 50 添閉まで鯛繋が可能です。

握付前の主主意 �

( 1 )捷付場所 i念、保が7/<!J!で本体重量を考 E撃し丈夫えよ黙を選定して下さい。 �

(2 )境付帯所には、あらかじめ噂霧、結 j票、 給水 、排 水が 兜備 され てい なけ れば なり ませ ん e

号聾 ;糠 AC1 O O V  (1 OA) ア ース討・康上 400mm 寝込みコンセント  
(号給 湯 � 20A (SGP) ・床上 100mm 立上りパルプ止め . 2~3kg/cm2等庄 

(寄結 氷 � 20A (SGP) ・原上 100mm 立上りパルプ止め・  �2 - 3 ほ/cm 2等 j笈 

ゆ排 水 � 40A (SGP) ・床上 �50mm 立上りプラグ止め  

据付手!駿 �

(1 )本体及びパネルの組立

号本体上部 !こ、パネル差し込みのための取持金真が、前端に付いています a これにパネル

下部麗の穴を合わせ、本体のよに乗せて捜し込んで下さい (手指等を挟まないように、

十分に?主意して下さい}。

争パネんを断定の位霊及び前後左右的ズ レ 等 を 醸 し な が ら 、 添 付 品 自 ボ ル ト ・ ナ ッ ト !こて

織的付け、臨窓して下 d い。

争シャワー蛇訟の耐圧ホースの接続を  
行って下さい。予め接続されている  
袋ナットを、所定的ニップル!こ締め  
{すけ、接椀して下さい。  

器提光灯及び欝気系統の能線を行って  
下さい e コネクタ一式ですので、  
椴合に j主意しながら接続して  
下さい際 

舎以上の作撲が;穿んだら、  
再度接続部及び締付部を  
確総して下さい ω 

.闘

差し込み¥↓ F

取付金1

オ;;f 宰 �

- 3 -



( 2 )本体の擦付

本装置を所定の設議場所 jこ移動させ、水平!こ、患っガタわないようにアジャスターにて

調整し、据え付けを有って下さい。 �

( 3 )配管の接続

①新しく設鷺された給水、給蕩は管内  
に砂やゴミなどが漉入している場合  
がありますわで、バルブを開いて、  
汚れた水などを吐出させてかも接続  
して下さい。 

@給水、銭湯豪遊 iこ接続しないように  
注意しながら、ミキシングバルブ的  
高樹!こ説管機続して下さい。 � パルプ  

(4 )排水ホースの接続

①排水ホース後所要の長さに切断し、  
排水管!こ獲し込みます。  

{争ゴムブッシュやパテ等で菌定し換気  
止めをし設す n 本体シンクの排氷は  
トラッブ携還になっていますので、ホースは強まないように接続して下さい。   

( 5 )電瀦 oH 妾繍

意瀬プラグ(アース付)を、コンセントに慈し込んで下さい。期アース接続 iま岳ず行って

下さい。態管室することがあります α

寝込コンセント

ご3 

接地アダプ~

i援氷検驚及iJ.動作確認 �

( 1) i透水検査

絵入雲寺、最初 iまヱアーが 入しを長すが �1 分程で排出します e 穏期涯しが終了しましたら

洗71< 照合う三重曹センサ を作動させて下さい。   

CD 給水・給蕩的バルブ(冗)を関をき、竃想スイッチを � rONJ にして下さい  g 

φ水澗れの点検

臨管及び各部の71<. 漏れがないかご確認下さい。 漏れが され諒したら鷺;滞スイッチを �

rOFF J Iこしてパルプを閉じ、増締め等を行って下 �d い。 �

4 



③温度調節

本体内部の、ミキシングバルブ(レバー操作)にて調節を行います。 � r5 Jの世.IJ に動かすと

熱くなり、 � r1 Jの倒は冷たくなりますので、ミキシング上部の配管などを触りながら、

適温に調節します。 �

( 2 )電気動作確認

①本体メインスイッチを �rONJ

②初期流し終了後、手洗水用センサーにて手洗水が出し止め出来ることをご確認下さい。

③蛍光灯が点灯することをご確認下さい。 �

( 3 )殺菌水用センサーの感度調節

センサーは調節して出荷しておりますが、設置場所や

照明の影響で感度が変化します固不具合がある場合は、

感度調節を行って下さい固

①本体パネルの鏡をつまみネジを緩め蛇口を持ちながら

静かに開けて下さい固

/01 

Z君子ι
②鏑裏側に取り付けてあるセンサ一基板上の、感度調節

ボリューム �(VR2) にて調節します。精密ドライパー(ー)

にて、少しずつ(約 301) 割節して下さい固
短<I ¥ 長〈

③センサーを作動させて感度を確認して下さい。希望の

感度になるよう再調節を行います固 �

(4 )ブラシケースの動作確認 

本来はブラシケースにブラシをセットしオートクレーブ滅菌後、本体に取り付けますが、

動作確認のみ行うのであれば、オートクレーブ滅菌を省略して、動作確認を行います。

①ブラシケースにブラシを毛がはみ出さない棟に、重ねてセッ卜して下さい。

~)ブラシケースを本体所定の位置に引っかけて取り付け害す。この時、駆動棒を背板側に
完全に震してから、取り付けて下さい。動作不良の原因となります。文、ブラシケース

が確実に本体フックに取り付いていることを、必ずご確認下さい D (脱落防止の為)

③ブラシケースの架台に取り付いている、光電センサーの前に手をかざすと動作します固

取り出し口が聞きブラシが押し出されますので、ブラシを引き抜きます。最後のブラシ

まで取り出して下さいロ

④光電センサーの感度調節を行う場合は、ブラシケース架台の側面板をネジを緩めて外し、

上記の殺菌水用センサーの感度調節の項目を、参照しながら行って下さい固

ブラシケース

カロ-'-'‘= cコ

モ+ �

ヒコ"

背板 t~IJ

モミコ凹

駆動樺

光電センサー

- 5 -
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( 5 )譲渡接援の欝作建翠

合ご嶺掲になる薬護ボトルを取り付けて下さい a  

ヒゼスクラブ又はイソジンロヲ Hω 監理)の禁容器  
が、そ(J)該宗ネジ込めます。その{患の薬 j践を 
ご護関の場舎は、薮亮庖にご揺談下さい o  

②薬液ノズ jしの下!こ手またはブラシを藁し出す

と、光溜センサ…が感知し、薬液ノズルより 薬液ノズ Jし � o 
薬液 �(2- 3ccf つ)が出てきます。ボトル交換後、

最初の使用時は多少の時聞がかかりま主す。 薬 j夜ig トIし

@光埋まセンサーの感度調節を行う場合は、議:設  
装畿の本体カパ…をネジを譲めて取り外し、  
鶴詑の殺欝水間センサ-(J)態度調節のエ葉自を、  
参顕しながら行って下さい。  

ー護用方法 �

( 1 ) 準鍛

<Dシャワーヘッドの減額

蛇口よりシャワ…ヘッドを取り外して、オートクレ…ブ淵鮪を定期的に行って下さい。

②ブラシケースの滅菌

ブラシケース!こブラシを毛がはみ出さない楳!こ重ねてセットし、オートクレーブ瀧菌後

本体|こ取り付け該す。この時、駆動棒が費者五倒!こ廃っていることを確認して、取り持け

て下さい初動作不良の康国となります。また、ブラシケースが謹奨に本体フックに取り

付いていることを、必ずど E豪語下さい e 脱藩することがあり家す。

金薬j農の管理

薬j夜ボト �Jしを本体!こ取ザ付 iす、確認のため少嚢吐出させます o 薬 i授が掻端 iこ少ない場合

!ま薪しいもおと交換し、なるべく護ぎ足し i立行むないで下さい α �

(2 )還常寵 F号

<Dメインスイッテを rONJ にすると、蛍光灯が点灯

尚、長い間便無しなかった際の使用開始時には、上記の抑制流しに加え十分な水流しを

行った後 1こ、ご{吏用下さい o

②手洗水  
光電センサー!こ手をかがすと出水散します、もう一度押すと水は止まり京ずの  

(葺薬液装置  
薬液ノズ lしの下に手やブラシを義し出すと、薬液 (2~ 3ccf つ}がノズルより投出します。

手やブラシを離しますと、譲渡は止まります。赤外線のま射を手IJ 用しておりま余すのでブ

ラシの毛のきによっては反!之、しないことがあります‘その場合は手によって動作させて

下さい

告ブラシ

ブラシケース架台の発電センサ… iこ手をかざすと、取り出しロのフタが期警、ブラシが

揮し出されますので、ブラシを接ぎ取ります。

争夜間や休尽など手法装置を常!こ慣用しない時は、メインスイッチを �rOFFJ にして下さい。

を rOFFJI こして下さい o

(勤また、長期間ご懐用にならない場 に i念、電 j照プラグを電 j原コンセントより引き抜雪、 �

元パルプもあわせて閉じて下さいの

ー山  
- 6 -
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t3 )操作スイッチ 

MAIN スイッヂ

装置の主電瀬です e このスイッチがOFF (ランプが消えている)状態ではオプションのタ

オルボックスなどの電;環も遮断致し設す。 �

t4) 8 常の注意

，(1)シャワーヘッド自lIIl.の詰譲り防止のため、定期的に溝掃・ � j成菌を行って下さい。

<%Jブラシケースを本体にセットする時にはも確実 i二本体フックに取り付いていることを、

必ず確認して下さい。文、駆動機が著書報開に廃っていることを確かめてセット下さい。

窃薬液の諜摺!こより、薬;夜の吐出量が謙ることがあり容したら、霊的譲渡ポト � Jしに手洗*'

を入れてノズルより流します。尚、薬;夜ノズんの先端にシりコンチューブを付けますと、

関誌譲りを軽減出来ます。

告塁季節の変化等!こより字決 lk のj昆農が変わる場合には、本体内部のミキシングパルプ!こで

適j患に調節して下さい o

;舎点検等のため餓を震開きする様!立、殺醤蛇口を持ち静かにゆっくりと、開閉して下さいロ

勢いよく開けたり �r1¥ タン j と積めたりしない様、必ずしっかり手を諜えて下さい。鏡が �

~Jれる危験 1生があります。

!寄ブラシ接寵や薬液装置のセンサ一部に汚れが付着しますと動作不良の車関!こなり家す。  
定期的 iこ清揮をして下さい。 

故障と対策

本装置が正常!こ作動しない場合!こは、先ず次の事項をお繍ベになって下さい。 �

ICD 電源プラグが、電源コンセントから外れていないかどうか。

[(2)上部パネル、一番左側の鏡内のブレーカーが下がっていないか n 

i窃給水 �a 給湯及び臨管楽続のバルブが、閉じていないかどうか。

※以上の事項において、異常が発見されない場合 �i士、次頁の褒!こてチェックして下さい a

保証

正常なご慢用状態で散慢した場合!こ、本装麓の設計及び製造等の糞任に組閣する故障に

ついては、納入設 �1 ヶ年間無{賞で修理いたし宗す e

喧し、様誌書{男 IIi金 j器付}記畿内容の場合には、{菜誼の対象外と設します。 �

7  
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j続発殺しているトラブん

《シャワー関係》
!.シャワーが止まらない

(全ての蛇口から出ている)

L シャワ がiたまらない
(少援で畠てくる〉

ーシャワ…がぬるい、家たは
;あつい
F 

《ブラシ装董劃係》  
l' ブラシが出ない

1・ブラシ装置が止まらない

《薬液装置関係》 
知薬液が出ない・少ない  

-蕪液が止まらない

薬;夜が止まらない  
(後ダレが生じる)  

考えられる諜図

装置の電躍を入れると斡期  
流しが開始されます

35F32 時A35 若干  
少量で出る場合誌、種磁弁
のリークが考えられます

ミキシングパルブの欝撃が
議切でない  

駆動棒がブラシケースの受
け部に入っていない

セ ン サ 一部の汚れ

センサー惑震が務い

使罰しているブラシむ形状
が本装叢 iニマッチングして
いない

センサ…部の汚れ

センサー賂肢が弛い

必饗とする処量

3 分照で終了します終了しな
い場合  r;t ~義務自へ部達絡を e 

電磁弁の i湾捕、受換をする

認盤、または交換

前後する臨時棒はいちばん殿
になるようにセンサーにで移
動させてからブラシケースを
取り付けて下さい

センサ 部の清掃をします

セ ン サ ー 惑 震 を 襲 撃 し 家 す

ブ ラ シ の メ ー カ ー 参 議 類 、に
つきましては葱禿窓!こ縛連絡
下さい  

センサ 部の清掃をします

センサー感度を調整します

竃震を入れたままの態度調整は摘をはさまれる事があり大
変意院です鶴撃は電露を切ってから  fおおよその位  j で鵠
聾して再I.t驚譲を入れてから議諒して下さい

ブラシを取り出すと容はセン
ンサーが検出している
フラシを取りま告すときにセ

サ 部 iこ違憲をして下さい

センサー基板  (6020/IR) が 饗 j綴スイッチを切り、元パル
不良

ノズルが髄まっている

セ ン サ…部の汚れ

センサー感護が欝い

薫渡的結獲が適当でない

センサ 部の汚れ

センサー感度が強すぎる

ブを閉めて販売底に御連絡 下
浅い

ノズル先端の清婦をし京す

センザ一部の溝掃をします

センサー惑震を韻撃します

議端 iニ結震が姦いものや、7J<.
のようにサラサうしたものは
押し出せない場合があります

センサ一部の清掃をします

センサー感I.t:ff制猿します

霊 源 後入れたままの態度調纂は指をはさまれる事があり大
変捻験です調整 iま電藤を切ってから『おおよその性置 j で調
撃して海援竃譲を入れてから確認して下さい

センサ 義板  (6020/IR) が 璽頚スイッチを切り、元パル
不良 ブを爵めて戴 惑に欝連絡 下

さい

多少の後ダレは構造上、館 特 に 粘 性 の 低 い 薬  j設をご使用
こる場合があります の場合

;の装童の一部 I~ I求、マイクロコンビューターが使用容れております種子部品の性質上、
?イズなどの源開により、まれに  f誤動作 j を起こすことがあります

芸局 、ご 不明な場合はお求めの販売定へ漉絡して下さい  o 


